
1 

令和４年（ネ）第１６７５号 「結婚の自由をすべての人に」訴訟控訴事件 

控 訴 人 控訴人１ 外５名 

被控訴人 国 

意 見 陳 述 

２０２４年（令和６年）１１月１３日 

大阪高等裁判所第１４民事部Ｂ３係 御中 

控 訴 人 坂 田 麻 智

控 訴 人 坂 田 テレサ

大阪地裁の合憲判決には失望しました。土井裁判長は、今後の社会状況の変化

によっては、将来的に違憲となる可能性があるが、直ちに違反するとは認められ

ない、といいました。いつかというのはいつなのか。他の裁判所で違憲判決が続

いていますが、国は議論すら始めない。私たちは明日にでも事故にあって死ぬか

もしれない。実際に当事者の友人たちは亡くなっているし、自死を選択せざるを

得なかった友人もいます。そんな状況にも関わらず、大阪地裁は“いつか”とい

う無責任な言葉で逃げた。私たちは、顔も実名もだし、今、私たちの話をしてい

るのに、大阪地裁は向き合わなかった。それが日本の司法なのかと失望しました。 

私たち同性愛者は異常者ではありません。精神疾患でもありません。子どもを

もつこともできます。皆さんと同じように朝起き、家事に追われながらも仕事に

いき、子どもの面倒をみて、疲れたなぁと言いながらお互い支え合って暮らして

います。生活実態は男女夫婦と何ら変わりはありません。それなのに、同性を好

きになる性的指向で生まれてきただけで、愛する人と結婚ができない。出産した

方にしか親権がない。相続もできない。娘は日本国籍が与えられず、漢字名の登
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録もできなかった。異性間の婚姻では当たり前に保障されている権利が、私たち

には何一つない。この状況は明らかに差別です。 

加えて、娘の健全な発育のためにも、私たちの関係が法的に守られ、安定的で

あることはとても重要です。 

娘は成長するにつれ私たち家族は一般的ではないと気づく時がくるでしょう。

でも、引け目を感じたり、普通じゃないと思ってほしくありません。確かに自分

たちは少数かもしれないけど、国が発する家族という言葉の中に、私たちのよう

な家族も確かに含まれる、だから何も心配する必要はない、と言える社会になっ

ていることが重要です。 

しかし国は私たちを同じ人間だと思っていないのか、私たちの存在を無視し続

けていて、差別的取り扱いを是正しようとしません。国勢調査で同性カップルを

把握しようとすらしません。この現状に私たちは心底腹が立っています。だから

こそ、私たちは司法に救済を求めています。司法から明確に、今私たちが置かれ

ている状況は憲法違反であり差別的取り扱いであることを明示してください。そ

して、期限をつけて国に法改正をやらせてください。そうすることで、私たちは

安心してこの国で暮らすことができます。どうか、明確な違憲判決をお願いしま

す。 

以上 

【リンクはご自由にお貼りください】  
【有償配布 及び Web（ホームページ、ブログ、facebook等）へのアップロードや転載はおやめください】  
・「結婚の自由をすべての人に」関西訴訟（大阪高裁）・第六回期日（2024年11月13日）で控訴人坂田さんが行った意見陳述の要旨です。 




